
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「気持ちが通じる」とは 

                  校長 佐々木 浩典   

 私は全校朝会において、子供たちにお話をしていました。悩まされたことは、子供たちに伝えたいことは何なのだ

ろうかと考えることであり、話を組み立てる事にとても苦慮しました。子供たちが目を輝かせて、うなずきながら真

剣に聞いてくれるような話をしようと努力はしているものの、あまりにもうまくできなかった時などは、なさけない

気持ちになってしまいました。人にはそれぞれ自分の思いや、感じ方，考え方というものがあります。話をする人が

納得しているものが、必ずしも聞き手に納得するものとはなりません。だからこそ、人と人との会話（コミュニケー

ション）に難しさがあるのでしょう。私たち大人は「人の心がわかる」とか「あの人の気持ちがわからない」とか、

日常の生活の中で感じたり思ったりしています。ですが『心』とか『気持ち』とかは、目に見えたり手で触れたりは

できません。私たちは何をもとにして心とか気持ちとかが『わかる』とか『わからない』と感じたり思ったりしてい

るのでしょう。中学校の教師の時に、生徒が問題を起こしたことがありました。当然、教師は「何故そんなことをし

たのか」「その時はどんな気持ちだったのか」などと問いただしても、何故かその子供は答えられないことが多くあ

りました。「自分でもどうしてあんなことをしたのか、よくわからないのです。」と答えることがよくありました。

若い教師だった頃の私は、生徒がそのような答えをすることが信じられず、理由なしで行動するものかと思っていま

した。さらには，本当の気持ち（理由）を答えないようにするために、そのような受け答えをしているのだろうと、

疑いの気持ちもありました。翻って、そのような行動が大人である私たちの生活の中にもあてはまることがないだろ

うかと振り返ってみると、意外にも一瞬一瞬の行為と理由とはつながっているとしても、時として首尾一貫したもの

になっていない事も多々あることに気付きました。 

 大人でさえそうなのだから、子供であれば、その瞬間の心を客観的に答えられることなど、なかなかできるもので

はありません。コミュニケーションを図るという行為は、人と人とが集団で生きていく上では欠かすことのできない

大切なもの（道具・行為）であります。ですから子供たちには，考えたことや気づいたことなどを言葉として伝える

力を身につけさせなければなりませんし、時として相手に伝わらない時もあることを理解させ体験させていかなけれ

ばならないと考えています。 

  さて、今年一年、御家庭や地域の皆様方から多くの御支援、御協力を賜り、船泊中学校の子供たちも大きく成長す

ることができました。この場をお借りしまして感謝を申し上げます。次年度におきましても変わらぬお引き立てをお

願い申し上げます。 
 

≪３年生を送る会≫ 

３月１日に実施予定だった３年生を送る

会が延期となり、３月８日（金）、無事に開

くことができました。在校生が心を込めて準

備をして、３年生を送り出すためのゲームな

どを企画し、全員が楽しめるイベントになり

ました。３年生にとって、良い思い出になっ

たのではないでしょうか。 

礼 文 町 立 船 泊 中 学 校 だ よ り
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３月１０日（日）の良き日に、卒業式を無事執り行うことができま

した。多くの来賓の方々に来校いただき、保護者、後輩たちの祝福を

受け、船泊中学校３年生が学び舎を巣立っていきました。 

コロナ禍が明けた令和５年度、中学校の最上級生として、何事も前

向きに全力で取り組んできた卒業生は、後輩達の良きお手本であり、

船中にたくさんの財産を残してくれました。送辞や答辞また、合唱の

場面では、様々な思い出が蘇り、とても感動的な卒業式となりました。

卒業生一人ひとりの今後の頑張りや活躍に期待しています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
この度の人事異動で、３名の職員が転出します。 

保護者・地域の皆様には大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 

富樫 淳 教諭 

七年間、大変お世話になり

ました。礼儀正しく、素直な子

どもたちと過ごせて楽しかっ

たです。ＹＯＳＡＫＯＩを始

めとして、花学習、燻製づく

り、観光大使活動などを体験

できたことは私の財産です。礼文、そして船中独自の取

り組みから、たくさん学ばせていただきました。転任先

の礼文小学校では、船泊中学校での経験を活かして頑

張っていきます。今まで、ありがとうございました。  

星賀 巧 教諭 

５年前に船泊中学校に赴任し

てから、様々な場面でお世話に

なりました。赴任した当時の生

徒はいつの間にか成人を迎え、

立派な大人の仲間入りを果たし

ている姿を見て、とても素晴ら

しい時間を共に過ごさせてもらったのだという思いを

ひしひしと感じます。 

 ５年間通してずっと感じていたのは、船中生は裏表の

ない素直な子どもたちだということです。そんな子ども

たちと、そして保護者の皆様と関わることができて幸せ

です。本当にありがとうございました。 

園田 幸一 事務職員 

事務職員として 4年間を船

泊中学校で過ごしました。赴

任当初は慣れない土地で不安

でいっぱいでしたが、生徒の

皆さんのヨサコイ演舞や行事

での頑張りを目にし、私自身

も頑張ることができました。また、保護者の皆様、地域

の皆様には大変お世話になりました。慣れ親しんだ礼

文の土地を離れるのは名残惜しいですが、新天地でも

頑張りたいと思います。4 年間大変お世話になりまし

た。 

 

 

 

～行事予定～ 

４月  ６日（土） 

８日（月）   

９日（火） 

１１日（木） 

１２日（金） 

１８日（木） 

１９日（金） 

２０日（土） 

２６日（金） 

着任式／始業式／入学式 

振替休業 

身体測定 

生徒会オリエンテーション 

学力テスト／生徒会役員選挙 

全国学力学習状況調査／NRT検査 

知能検査 

授業参観／PTA総会 

前期生徒総会 

 


